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平成１９年度 ５年社会科「工業生産と貿易」ノートの取り方

１．新しいページの欄外かタイトル行に「３ 工業生産と貿易」と書く。

※ 単元の導入時間のみ

２．タイトル（赤字）と日付（○／△）を書く。

３．「今日のめあて」を書く。

４．板書や気付いたことを書く。

５．本時の視点の「自分で考えたこと」を、箇条書きで書く。

○ １時間目：なし

○ ２時間目：日本の輸入の様子や特色について考えたこと

○ ３時間目：日本の輸出の様子や特色について考えたこと

○ ４時間目：貿易にかかわる人々の工夫や努力について考えたこと

○ ５時間目：貿易の役割や重要性について考えたこと

○ ６時間目：これからの日本の貿易の在り方について考えたこと

○ ７時間目：なし

６．本時の視点の「友だちの考え」で良いと思ったことを、箇条書きで書く。

※ 「５．」参照

７．振り返りカードに「本時の取り組み」「学習内容の理解」を書く。

【ノート記述例】

「 タ イ ト ル 」（ 赤字 ） （ 月／日 ）

「 今 日 の め あ て 」

「 板書、気付いたこと 」

◇ ×××（４つの視点から貿易）について考えたこと

○ 自分で考えたこと

・

・

・

・

○ 友だちの考えで、よいと思ったこと

・

・

・

・
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《ふり返りカード》 １１月 日（ ） 校時

５年 組 名前

◇ 今日の授業で、あなたの取り組みはどうでしたか。１つ選んで、丸で囲んでくだ

さい。また、理由を書いてください。

・ よく取り組めた

・ どちらかと言えばよく取り組めた

・ どちらかと言えばよく取り組めなかった

・ 全く取り組めなかった

〈理 由〉

◇ 今日の授業の内容について、どうでしたか。１つ選んで、丸で囲んでください。

また、「分かった」を選んだ人は、どんなことが分かったかを書いてください。「分

からなかった」を選んだ人は、どんなところが分からなかったかを書いてください。

・ よく分かった ・ だいたい分かった

・ あまり分からなかった ・ 全く分からなかった

〈どんなことが分かったことか、どんなことが分からなかったか〉
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「四つの追究で社会的事象意味を考える」年間一覧（小学校 第５学年）

月 ４月 ５月 ６ 月 ７ 月 ９ 月 １０月 １１月 １２月 １ 月 ２ 月 ３ 月

わたしたちの生活と食料生産○29 わたしたちの生活と工業生産○24 わたしたちの生活と情報⑭ わたしたちの国土と環境○23

単 元
米作りの 水産業の これからの 自動車を 工業生産と 工業生産と 放送局の働き⑦ 情報と社会⑦ さまざまな わたしたちの わたしたちの

※丸数字は、時数。 さかんな さかんな 食料生産と つくる工業⑪ 工業地域⑥ 貿易⑦ 自然とくらし⑪ 生活と環境⑥ 生活と森林⑥
庄内平野⑭ 枕崎市⑨ わたしたち⑥

・我が国の農業や水産業について、「様々な食料生産が ・我が国の工業生産について、「様々な工業製品が国 ・我が国の通信などの産業につい ・我が国の国土の自然などの様子について、「国土
国民の食生活を支えていること、食料の中には外国か 民生活を支えていること」「我が国の各種の工業生産 て「放送、新聞、電信電話などの の位置、地形や気候の概要、気候条件から見て特色
ら輸入しているものがあること」「我が国の主な食料生 や工業地域の分布など」「工業生産に従事している人 産業と国民生活とのかかわり」「こ ある地域の人々の生活」「公害から国民の健康や生

目 標 産物の分布や土地利用の特色など」「食料生産に従事し 々の工夫や努力、工業生産を支える貿易や運輸の働 れらの産業に従事している人々の 活環境を守ることの大切さ」「国土の保全や水資源
ている人々の工夫や努力、生産地と消費地を結ぶ運輸 き」を調査したり地図や地球儀、資料などを活用し 工夫や努力」を見学・資料活用で の涵養のための森林資源の働き」を地図その他の資
の働き」を調査したり地図や地球儀、資料などを活用 たりして調べ、それらは国民生活を支える重要な役 調べ、国民の生活に大きな影響を 料を活用して調べ、国土の環境が人々の生活や産業
したりして調べ、それらは国民の食料を確保する重要 割を果たしていることを考えるようにする。 及ぼしていることや情報の有効な と密接な関連をもっていることを考えるようにす
な役割を果たしていることや自然環境と深いかかわり 活用が大切であることを考えるよ る。
をもって営まれていることを考えるようにする。 うにする。

社会的事象の ・生産組合、カン ・枕崎市のかつお ・自動車が生産 ・工業地域の分 ・貿易の様子や ・情報を速く正 ・身近な情報で ・国土の位置、 ・京都のまちと ・世界遺産であ
しくみや様子を トリーエレベータ 一本釣り漁とかつ ・開発されてい 布や工業地域が 特色について資 確に分かりやす あるコマーシャ 地形、気候は相 鴨川の例を参考 る白神山地の赤

考える ー、農業協同組合、 おまきあみ漁との る様子について 海沿いに多いわ 料等を調べ、活 く伝える放送局 ルから、メディ 互に関連し、地 に都市・生活公 石川の例を参考
各産業や環境保 農業試験場など、 違いから、漁業の 生産工程、部品 けを、原料の確 用して具体的な の役割を理解 アごとの特性を 域ごとに特色が 害による環境汚 に、環境保全に

全等の様々なしく 地域の様々な組織 分類の内容や日本 工場との関係、 保、製品の輸出 データを基に考 し、日本だけで 調べまとめ、社 あることを基礎 染の様子や実態 おける森林資源
みや様子を考え、 や施設が農家の米 の主な漁港・生産 輸送方法など具 と結び付けて考 える。 なく世界と結び 会と情報の関係 的な資料に基づ を自分たちのく の働きのしくみ
その役割・重要性 作りにどのような 額など、日本の漁 体的に考える。 える。 付いていること を考える。 いて考える。 らしと関連づけ を水・生き物と

各 を考える。 影響を与えている 業の様子について を考える。 て考える。 関連させ考え
のか、考える。 考える。 る。

追
社会的事象に ・庄内平野では、 ・我が国の水産 ・消費者の要求 ・中小工場の役 ・現地生産をす ・放送局では、 ・情報に従事す ・気候条件から ・環境改善のた ・森林と漁業と
従事する人々の 地形や気候など 業では、海流や に応えるために 割には大工場の る工夫や輸入品 より良い番組を る人々が、相手 見て特色ある地 めに地域団体や のつながりな

究 工夫を考える の自然環境を生 大陸棚などの自 工場で働く人々 関連工場の他、 に対する国内工 放送するために や目的、伝えた 域の人々の生活 行政、産業にか ど、具体的に森
各産業や環境保全 かして米作りを 然環境を生かし が工夫や努力し 専門の技術を生 場の努力など貿 局内の人々が連 い内容を考えて や産業、くらし かわる人々が、 林資源の育成や

等にかかわる人々が 進めていること て漁業を進めて ていることをハ かした特殊な製 易にかかわる人 携・協力してい 発信する工夫や の様子について それぞれの立場 保護に従事して
で 様々な工夫をしてい を、苗作りの場 いることを水産 イブリッドカー 品を生産する等 々の工夫や努力 ることを具体的 努力を考える。 具体的に考え で取り組み、工 いる人々が努力

ることを考え、その 面などの工夫で 業に携わる人々 の開発など具体 の特色があるこ を考える。 に考える。 る。 夫や努力をして していることを
役割・重要性を考え 具体的に考える。 の工夫と関連づ 的に考える。 とを考える。 いることを考え 考える。

考 る。 けて考える。 る。

社会的事象の ・主な漁港の生産高 ・我が国の食料 ・自動車などの ・日本の工業生 ・情報と産業と ・京都の鴨川の ・国土の保全や
え 役割・重要性を や養殖・栽培漁業な 生産は、自給率、 工業生産が自分 産には貿易の働 のかかわりにつ 例や身近な地域 水資源涵養のた

考える どから、水産業が国 安全面、環境面 たちの生活を支 きが重要であ いて調べ、情報 を基に、環境を めの森林資源の
産業が国民生活 民生活を支える重要 等、国民生活を えていることを り、世界の国々 を活用する意義 守るための取り 働きの重要性に

る の維持と向上に役 な産業であること 支える重要な役 自分の生活とか が豊かさを交換 や情報社会での 組みや環境改善 ついて、事実を
立っていることや、 を、近海の水産資源 割を果たしてい かわらせて便利 することが大切 個人情報を考え の取り組みの重 基にその相互の
環境等の重要性を の減少や輸入が増え ることを考える。 さ・安全・環境 であると考え る。 要性を考える。 関連についても

内 生活と関連させて ていることと関連づ の面から考える。 る。 考える。
考える。 けて考える。

容 社会的事象の ・我が国の水産 ・我が国の未来 ・自分の生活と ・貿易をよりさ ・情報に囲まれ ・環境を守るた ・身近な森林の
これからを 業が抱える問題 の食料生産につ のかかわりでこ かんにすること た生活の良い点 めの運動や生活 自然を保護する

考える 点の改善、水産 いて、環境、国 れからの自動車 を、外国との関 と問題点が分か と環境汚染にか ことから、人々
これからの産業 資源の確保、漁 際協調、消費者 の開発、世の中 係に貿易摩擦な り、これからの かわる課題につ が協力して自然

や環境保全の在り 業の安全性の向 の立場などの様 の変容について ど様々な課題が 情報活用では、 いて自分の考え を保護すること
方について考え、 上、働く人の確 々な観点から、 予想を立てて考 あることを踏ま 情報の質を見分 をもち、多角的 の大切さを考え
産業や環境等の役 保、などの方策 自分なりに考え える。 えて考える。 ける力の大切さ に考える。 る。
割・重要性を考え について、自分 る。 を考える。
る。 なりに考える。

：単元の社会的事象の意味を四つの追究で順番に考える。 ：各追究ごとに既習単元の内容と関連させて考える。


